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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　乗員に装着されるウェビングが挿通されたタングが係合されるバックルと、
　前記バックルと連結された連結部を有し、前記バックルを格納位置から上昇位置へ移動
させるリフトアップ装置と、
　前記リフトアップ装置に固定されていると共に前記連結部を覆う第１カバーと、
　前記第１カバーが挿入され、前記第１カバーに対してスライドすることによって前記バ
ックルと共にシート上方側へ移動し、前記バックルが前記上昇位置に位置している状態に
おいて、シート下方側の端が前記第１カバーのシート上方側の端よりも前記リフトアップ
装置側に位置していると共に、シート幅方向外側かつシート下方側の端がシート幅方向内
側かつシート下方側の端に比して前記リフトアップ装置側に位置している第２カバーと、
　を備えたリフトアップバックル装置。
【請求項２】
　前記バックルが前記上昇位置に位置している状態において、前記第２カバーのシート後
方側かつシート下方側の端が、前記第２カバーのシート前方側かつシート下方側の端に比
して前記リフトアップ装置側に位置している請求項１記載のリフトアップバックル装置。
【請求項３】
　前記バックルが前記格納位置に位置している状態において、前記第２カバーのシート幅
方向外側かつシート下方側の端部と、前記第１カバーのシート幅方向外側かつシート下方
側の端と、がシート幅方向にオーバーラップしている請求項１又は請求項２記載のリフト
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アップバックル装置。
【請求項４】
　前記第１カバーのシート下方側の部位の剛性が、前記第１カバーのシート上方側の部位
の剛性に比して低く設定されている請求項１～請求項３のいずれか１項に記載のリフトア
ップバックル装置。
【請求項５】
　乗員に装着されるウェビングが挿通されたタングが係合されるバックルと、
　前記バックルと連結された連結部を有し、前記バックルを格納位置から上昇位置へ移動
させるリフトアップ装置と、
　前記リフトアップ装置に固定されていると共に前記連結部を覆い、シート幅方向外側か
つシート上方側の端がシート幅方向内側かつシート上方側の端に比して前記バックル側に
位置している第１カバーと、
　前記第１カバーが挿入され、前記第１のカバーに対してスライドすることによって前記
バックルと共にシート上方側へ移動し、前記バックルが前記上昇位置に位置している状態
において、シート下方側の端が前記第１カバーのシート上方側の端よりも前記リフトアッ
プ装置側に位置している第２カバーと、
　を備えたリフトアップバックル装置。
【請求項６】
　前記第１カバーのシート後方側かつシート上方側の端が、前記第１カバーのシート前方
側かつシート上方側の端に比して前記バックル側に位置している請求項５記載のリフトア
ップバックル装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、リフトアップバックル装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　下記特許文献１には、ウェビングが挿通されたタングが係合されるバックル装置が開示
されている。このバックル装置は、アンカプレート及び連結ベルトを介して車体に固定さ
れており、また連結ベルトは、第１のベルトカバー及び第２のベルトカバーによって被わ
れている。さらに、第２のベルトカバーの一端部は第１のベルトカバーの一端部に挿入（
嵌合）されており、これにより、第１のベルトカバーが第２のベルトカバーに対して相対
移動されて、バックル装置をシート上方側へ移動させる（リフトアップさせる）ことが可
能となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実開昭６３－１５４３５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１に記載されたバックル装置（リフトアップバックル装置
）では、乗員がウェビングを装着する際に、乗員がバックル装置を引っ張る或いは傾けた
りすると、第１のベルトカバーと第２のベルトカバーとの間から連結ベルトが視認されて
しまうことが考えられる。すなわち、リフトアップバックル装置の見栄えが悪化すること
が考えられる。
【０００５】
　本発明は上記事実を考慮し、見栄えが悪化することを抑制することができるリフトアッ
プバックル装置を得ることが目的である。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　請求項１記載のリフトアップバックル装置は、乗員に装着されるウェビングが挿通され
たタングが係合されるバックルと、前記バックルと連結された連結部を有し、前記バック
ルを格納位置から上昇位置へ移動させるリフトアップ装置と、前記リフトアップ装置に固
定されていると共に前記連結部を覆う第１カバーと、前記第１カバーが挿入され、前記第
１カバーに対してスライドすることによって前記バックルと共にシート上方側へ移動し、
前記バックルが前記上昇位置に位置している状態において、シート下方側の端が前記第１
カバーのシート上方側の端よりも前記リフトアップ装置側に位置していると共に、シート
幅方向外側かつシート下方側の端がシート幅方向内側かつシート下方側の端に比して前記
リフトアップ装置側に位置している第２カバーと、を備えている。
【０００７】
　請求項１記載のリフトアップバックル装置によれば、乗員がタングをバックルに係合さ
せる際に、即ち、乗員がウェビングを装着する際に、リフトアップ装置が作動すると、当
該リフトアップ装置の連結部がバックルを格納位置から上昇位置へ移動させる。これによ
り、乗員がタングをバックルに容易に係合させることが可能となっている。
【０００８】
　ここで、本リフトアップバックル装置では、リフトアップ装置が作動すると、第１カバ
ーが挿入された第２カバーがバックルと共に移動する。また、バックルが上昇位置に位置
している状態では、第２カバーのシート下方側の端が第１カバーのシート上方側の端より
もリフトアップ装置側に位置している。これにより、第１カバーと第２カバーとの間から
連結部が視認されることが抑制されている。
【０００９】
　さらに、第２カバーのシート幅方向外側かつシート下方側の端がシート幅方向内側かつ
シート下方側の端に比してリフトアップ装置側に位置していることにより、乗員がバック
ルをシート幅方向内側に傾けた際に第２カバーが第１カバーから外れることが抑制される
（第１カバーが第２カバーから抜け出ることが抑制される）。すなわち、本リフトアップ
バックル装置では、乗員がバックルをシート幅方向内側に傾けた際に第１カバーと第２カ
バーとの間から連結部が視認されることが抑制される。
【００１０】
　請求項２記載のリフトアップバックル装置は、請求項１記載のリフトアップバックル装
置において、前記バックルが前記上昇位置に位置している状態において、前記第２カバー
のシート後方側かつシート下方側の端が、前記第２カバーのシート前方側かつシート下方
側の端に比して前記リフトアップ装置側に位置している。
【００１１】
　請求項２記載のリフトアップバックル装置によれば、バックルが上昇位置に位置してい
る状態において、第２カバーのシート後方側かつシート下方側の端の位置及びシート前方
側かつシート下方側の端の位置が上記のように設定されていることにより、乗員がバック
ルをシート前方側に傾けた際に第２カバーが第１カバーから外れることが抑制される（第
１カバーが第２カバーから抜け出ることが抑制される）。すなわち、本リフトアップバッ
クル装置によれば、乗員がバックルをシート前方側に傾けた際に第１カバーと第２カバー
との間から連結部が視認されることが抑制される。
【００１２】
　請求項３記載のリフトアップバックル装置は、請求項１又は請求項２記載のリフトアッ
プバックル装置において、前記バックルが前記格納位置に位置している状態において、前
記第２カバーのシート幅方向外側かつシート下方側の端部と、前記第１カバーのシート幅
方向外側かつシート下方側の端と、がシート幅方向にオーバーラップしている。
【００１３】
　請求項３記載のリフトアップバックル装置によれば、バックルが格納位置に位置してい
る状態において、第２カバーのシート幅方向外側かつシート下方側の端部が第１カバーの
シート幅方向外側かつシート下方側の端を覆っている。これにより、第１カバーとリフト
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アップ装置との境界部がシート幅方向外側から視認されることが抑制される。
【００１４】
　請求項４記載のリフトアップバックル装置は、請求項１～請求項３のいずれか１項に記
載のリフトアップバックル装置において、前記第１カバーのシート下方側の部位の剛性が
、前記第１カバーのシート上方側の部位の剛性に比して低く設定されている。
【００１５】
　請求項４記載のリフトアップバックル装置によれば、第１カバーのシート下方側の部位
の剛性及びシート上方側の部位の剛性を上記のように設定することにより、第１カバーの
自立性とフレキシブル性を両立することができる。
【００１６】
　請求項５記載のリフトアップバックル装置は、乗員に装着されるウェビングが挿通され
たタングが係合されるバックルと、前記バックルと連結された連結部を有し、前記バック
ルを格納位置から上昇位置へ移動させるリフトアップ装置と、前記リフトアップ装置に固
定されていると共に前記連結部を覆い、シート幅方向外側かつシート上方側の端がシート
幅方向内側かつシート上方側の端に比して前記バックル側に位置している第１カバーと、
前記第１カバーが挿入され、前記第１のカバーに対してスライドすることによって前記バ
ックルと共にシート上方側へ移動し、前記バックルが前記上昇位置に位置している状態に
おいて、シート下方側の端が前記第１カバーのシート上方側の端よりも前記リフトアップ
装置側に位置している第２カバーと、を備えたリフトアップバックル装置。
【００１７】
　請求項５記載のリフトアップバックル装置によれば、バックルが上昇位置に位置してい
る状態では、第２カバーのシート下方側の端が第１カバーのシート上方側の端よりもリフ
トアップ装置側に位置している。これにより、第１カバーと第２カバーとの間から連結部
が視認されることが抑制されている。
【００１８】
　また、第１カバーのシート幅方向外側かつシート上方側の端がシート幅方向内側かつシ
ート上方側の端に比してバックル側に位置していることにより、乗員がバックルをシート
幅方向内側に傾けた際に第２カバーが第１カバーから外れることが抑制される（第１カバ
ーが第２カバーから抜け出ることが抑制される）。すなわち、本リフトアップバックル装
置では、乗員がバックルをシート幅方向内側に傾けた際に第１カバーと第２カバーとの間
から連結部が視認されることが抑制される。
【００１９】
　請求項６記載のリフトアップバックル装置は、請求項５記載のリフトアップバックル装
置において、前記第１カバーのシート後方側かつシート上方側の端が、前記第１カバーの
シート前方側かつシート上方側の端に比して前記バックル側に位置している。
【００２０】
　請求項６記載のリフトアップバックル装置によれば、バックルが上昇位置に位置してい
る状態において、第１カバーのシート後方側かつシート上方側の端の位置及びシート前方
側かつシート上方側の端の位置が上記のように設定されていることにより、乗員がバック
ルをシート前方側に傾けた際に第２カバーが第１カバーから外れることが抑制される（第
１カバーが第２カバーから抜け出ることが抑制される）。すなわち、本リフトアップバッ
クル装置によれば、乗員がバックルをシート前方側に傾けた際に第１カバーと第２カバー
との間から連結部が視認されることが抑制される。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明に係るリフトアップバックル装置は、見栄えが悪化することを抑制することがで
きる、という優れた効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本実施形態のリフトアップバックル装置の一部を拡大して示す拡大斜視図である
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。
【図２】車両用シート及びシートクッションフレームに取付けられたリフトアップバック
ル装置を示す側面図である。
【図３】リフトアップ装置を示す分解斜視図である。
【図４】リフトアップ装置を示す側断面図である。
【図５】リフトアップバックル装置をシート後方側から見た背面図である。
【図６】図１に示されたＡ－Ａ線沿って切断したリフトアップバックル装置の断面を示す
断面図であり、バックルが格納位置に位置している状態を示している。
【図７】図１に示されたＡ－Ａ線沿って切断したリフトアップバックル装置の断面を示す
断面図であり、バックルが上昇位置に位置している状態を示している。
【図８】リフトアップバックル装置をシート幅方向外側から見た側面図である。
【図９】変形例に係る第１カバー及び第２カバーを示す図５に対応する背面図である。
【図１０】変形例に係る第１カバー及び第２カバーを示す図８に対応する側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　図１～図８を用いて本発明の実施形態に係るリフトアップバックル装置について説明す
る。なお、以下の説明において前後左右上下の方向を示して説明するときは、車両用シー
トに着座した乗員から見た前後左右上下の方向を示すものとし、また各図に適宜示す矢印
ＦＲは前方向、矢印ＵＰは上方向、矢印ＯＵＴはシート幅方向外側をそれぞれ示すものと
する。
【００２４】
　図１に示されるように、本実施形態のリフトアップバックル装置１０は、乗員に装着さ
れるウェビング１２が挿通されたタング１４（図５参照）が係合されるバックル１６と、
バックルを格納位置から上昇位置へ移動させるリフトアップ装置１８と、リフトアップ装
置１８に固定された第１カバー２０と、第１カバー２０が挿入されていると共に第１カバ
ー２０に対してスライドすることによってバックル１６と共にシート上方側へ移動する第
２カバー２２と、を備えている。図２に示されるように、このリフトアップバックル装置
１０は、車両用シート２４のシートクッション２６の骨格を構成するシートクッションフ
レーム２８に固定されている。そして、乗員がシートクッション２６に着座した際に、バ
ックル１６が格納位置Ｂから上昇位置Ｃに移動されることによって、乗員がタング１４を
バックル１６に係合させ易くすることが可能となっている。以下、先ずバックル１６の構
成について説明し、次いでリフトアップ装置１８について説明し、最後に本実施形態の要
部である第１カバー２０及び第２カバー２２の構成について説明する。
（バックル１６）
　バックル１６は、タング１４と係合する図示しない係合部とその係合を解除する図示し
ない解除操作部とを備えたコンベンショナルなタイプのものであり、このバックル１６に
は、後述するワイヤ４０がジョイントピース３８を介して固定されている。
（リフトアップ装置１８）
　図３及び図４に示されるように、リフトアップ装置１８は、軸線方向一方側及び他方側
に回転することが可能とされたモータ３０と、このモータ３０の出力軸４６Ａに当該出力
軸４６Ａと一体回転可能に取付けられたシャフト３２と、シャフト３２の回転に伴って当
該シャフト３２の軸方向に沿って移動するスライダ３４と、スライダ３４をガイドするレ
ール３６と、一端部がスライダ３４に固定されていると共に他端部がジョイントピース３
８を介してバックル１６に固定された連結部としてのワイヤ４０と、ワイヤ４０をガイド
するワイヤガイド４２と、を備えている。
【００２５】
　図４に示されるように、モータ３０は、ＤＣモータであり、このモータ３０は、螺子４
８（図３参照）によってシートクッションフレーム２８への締結部材５０に固定されてい
る。
【００２６】
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　シャフト３２は、鋼材等を用いて形成された棒状に形成されており、このシャフト３２
の外周部には、その長手方向に沿って雄螺子３２Ａが形成されている。また、前述したよ
うに、シャフト３２の一端部は、モータ３０の出力軸４６Ａに固定されており、これによ
り、シャフト３２がモータ３０によって回転されるようになっている。さらに、シャフト
３２は、締結部材５０に挿通されていると共にレール３６内に配置されており、またシャ
フト３２の他端部は、後述するワイヤガイド４２に形成された軸支孔４２Ａに軸支されて
いる。
【００２７】
　スライダ３４は、矩形状に形成されたガイドブロック５４と、ガイドブロック５４に取
付けられたスライダ本体５６と、を含んで構成されている。ガイドブロック５４の外形は
、レール３６の内部の形状に対応する形状に形成されており、これにより、ガイドブロッ
ク５４がレール３６に沿って移動することが可能となっている。また、スライダ本体５６
は、筒状に形成されていると共にシャフト３２が挿通される筒状部５６Ａと、筒状部５６
Ａの一端側に設けられたワイヤ固定部５６Ｂと、を有して構成されている。筒状部５６Ａ
の内周部には、シャフト３２の外周部に形成された雄螺子３２Ａと螺合する雌螺子５６Ｃ
が形成されており、これにより、シャフト３２が回転することによって、スライダ本体５
６がガイドブロック５４と共にシャフト３２及びレール３６に沿って移動する、即ち、ス
ライダ３４がシャフト３２及びレール３６に沿って移動するようになっている。また、ワ
イヤ固定部５６Ｂには、ワイヤ４０の一端部がかしめ等により固定されている。
【００２８】
　レール３６は、鋼板材にプレス加工等が施されることによって形成されており、このレ
ール３６の一端部には、締結部材５０が螺子によって固定されている。また、レール３６
の他端部には、ワイヤガイド４２及びシートクッションフレーム２８への締結部材６０が
螺子６２（図３参照）によって固定されている。
【００２９】
　ワイヤガイド４２は、側面視で略扇状とされたブロック状に形成されており、このワイ
ヤガイド４２には、前述の軸支孔４２Ａ及びワイヤ４０をガイドするガイド溝４２Ｂが形
成されている。ワイヤ４０がガイド溝４２Ｂ内に配置されることによって、ワイヤ４０が
側面視でＵ字状に湾曲されている。なお、本実施形態では、ワイヤガイド４２に形成され
たガイド溝４２Ｂの開放端が締結部材６０（図３参照）によって閉止されることによって
、ワイヤ４０がガイド溝４２Ｂから抜け出さないようになっている。
（第１カバー２０）
　図５～図７に示されるように、第１カバー２０は、一例としてゴム等の弾力性のある材
料を用いて筒状に形成されており、この第１カバー２０には、ワイヤ４０が挿通されてい
る、即ち、第１カバー２０によってワイヤ４０が覆われている。第１カバー２０のシート
下方側の部位２０Ａの剛性は、当該第１カバー２０のシート上方側の部位２０Ｂの剛性に
比して低く設定されている。一例として、本実施形態では、シート上方側の部位２０Ｂの
内側に複数のリブが立設されることによって、第１カバー２０のシート下方側の部位２０
Ａの剛性が当該第１カバー２０のシート上方側の部位２０Ｂの剛性に比して低く設定され
ている。なお、シート下方側の部位２０Ａ及びシート上方側の部位２０Ｂの厚みを調整す
るなどの他の方法によって第１カバー２０のシート下方側の部位２０Ａ及びシート上方側
の部位２０Ｂの剛性を上記のように設定することもできる。また、第１カバー２０の下端
部は、ワイヤガイド４２に固定されている。
（第２カバー２２）
　第２カバー２２は、一例として第１カバー２０よりも硬質の樹脂材料を用いて形成され
ており、この第２カバー２２は、バックル１６を覆うバックルカバーとされている。具体
的には、第２カバー２２は、シート幅方向外側に配置されたアウタカバー６４とシート幅
方向内側に配置されたインナカバー６６とが接合されることによって筒状に形成されてい
る。第２カバー２２には、上記第１カバー２０が挿入されており、これにより、第２カバ
ー２２が第１カバー２０に沿ってスライドすることが可能となっている（テレスコピック
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構造となっている）。なお、第２カバー２２は、上記の分割構造ではなく一体構造として
もよい。
【００３０】
　図５及び図７に示されるように、第２カバー２２は、バックル１６が上昇位置Ｃに位置
している状態において、当該第２カバー２２のシート下方側の端Ｄが第１カバー２０のシ
ート上方側の端Ｅよりもシート下方側に位置している（リフトアップ装置１８の一部を構
成するワイヤガイド４２側に位置している）。さらに、第２カバー２２のシート幅方向外
側かつシート下方側の端Ｄ１がシート幅方向内側かつシート下方側の端Ｄ２に比してシー
ト下方側に位置している（ワイヤガイド４２側に位置している）。また、本実施形態では
、バックル１６が上昇位置Ｃに位置している状態で、かつ乗員からの外力がバックル１６
に入力されていない状態では、シート側面視で第２カバー２２のシート幅方向外側かつシ
ート下方側の端Ｄ１とシートクッション２６（サイドサポート部）の上縁２６Ａ（図２参
照）とがほぼ一致するようになっている。
【００３１】
　また、図８に示されるように、バックル１６が上昇位置Ｃに位置している状態では、第
２カバー２２のシート後方側かつシート下方側の端Ｄ３が、第２カバー２２のシート前方
側かつシート下方側の端Ｄ４に比してシート下方側に位置している（ワイヤガイド４２側
に位置している）。さらに、図７に示されるように、第２カバー２２のシート後方側かつ
シート下方側の端Ｄ３は、シート幅方向外側に向かうにつれてシート下方側に傾斜してい
る。
【００３２】
　図６に示されるように、バックル１６が格納位置Ｂに位置している状態では、第２カバ
ー２２のシート幅方向外側かつシート下方側の端部２２Ａと、第１カバー２０のシート幅
方向外側かつシート下方側の端Ｆと、がシート幅方向にオーバーラップしている。すなわ
ち、バックル１６が格納位置Ｂに位置している状態では、第２カバー２２のシート幅方向
外側かつシート下方側の端部２２Ａが、第１カバー２０のシート幅方向外側かつシート下
方側の端Ｆを覆っている。
（本実施形態の作用並びに効果）
　次に、本実施形態の作用並びに効果について説明する。
【００３３】
　図２及び図４に示されるように、本実施形態では、乗員がシートクッション２６に着座
したことが検出されると、リフトアップ装置１８のモータ３０がシャフト３２が回転させ
る。そして、シャフト３２が回転することによってスライダ３４がワイヤ４０と共にシャ
フト３２に沿って移動して、ワイヤ４０の他端部に固定されたバックル１６がシート上方
側へ向けて移動する。これにより、乗員がタング１４をバックル１６に容易に係合させる
ことが可能となっている。すなわち、乗員がウェビング１２を容易に装着することが可能
となっている。
【００３４】
　ここで、図６及び図７に示されるように、本実施形態では、リフトアップ装置１８が作
動すると、第１カバー２０が挿入された第２カバー２２がバックル１６と共に移動する。
また、バックル１６が上昇位置Ｃに位置している状態では、第２カバー２２のシート下方
側の端Ｄが第１カバー２０のシート上方側の端Ｅよりもシート下方側に位置している。こ
れにより、第１カバー２０と第２カバー２２との間からワイヤ４０が視認されることを抑
制することができる。
【００３５】
　さらに、図５に示されるように、第２カバー２２のシート幅方向外側かつシート下方側
の端Ｄ１がシート幅方向内側かつシート下方側の端Ｄ２に比してシート下方側に位置して
いることにより、乗員がバックル１６をシート幅方向内側に傾けた際に第２カバー２２が
第１カバー２０から外れることが抑制される（第１カバー２０が第２カバー２２から抜け
出ることが抑制される）。すなわち、本リフトアップバックル装置１０では、乗員がバッ
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クル１６をシート幅方向内側に傾けた際に第１カバー２０と第２カバー２２との間からワ
イヤ４０が視認されることを抑制することができる。これにより、リフトアップバックル
装置１０の見栄えが悪化することを抑制することができる。
【００３６】
　また、図８に示されるように、本実施形態では、バックル１６が上昇位置Ｃに位置して
いる状態において、第２カバー２２のシート後方側かつシート下方側の端Ｄ３が、第２カ
バー２２のシート前方側かつシート下方側の端Ｄ４に比してシート下方側に位置している
。これにより、乗員がバックル１６をシート前方側に傾けた際に第２カバー２２が第１カ
バー２０から外れることが抑制される（第１カバー２０が第２カバー２２から抜け出るこ
とが抑制される）。すなわち、本実施形態では、乗員がバックル１６をシート前方側に傾
けた際に第１カバー２０と第２カバー２２との間からワイヤ４０が視認されることが抑制
され、ひいては、リフトアップバックル装置１０の見栄えが悪化することをより一層抑制
することができる。
【００３７】
　さらに、本実施形態では、バックル１６が格納位置Ｂに位置している状態において、第
２カバー２２のシート幅方向外側かつシート下方側の端部２２Ａが第１カバー２０のシー
ト幅方向外側かつシート下方側の端Ｆを覆っている。これにより、第１カバー２０とリフ
トアップ装置１８との境界部（第１カバー２０とワイヤガイド４２との接合部）がシート
幅方向外側から視認されることを抑制することができる。
【００３８】
　また、本実施形態では、第１カバー２０のシート下方側の部位２０Ａの剛性がシート上
方側の部位２０Ｂの剛性に比して低く設定されていることにより、第１カバー２０の自立
性とフレキシブル性を両立することができる。
【００３９】
　なお、本実施形態では、第１カバー２０のシート下方側の部位２０Ａの剛性をシート上
方側の部位２０Ｂの剛性に比して低く設定した例について説明してきたが、本発明はこれ
に限定されない。第１カバー２０の各部の剛性は、乗員がバックル１６に触れた際の当該
バックル１６の変位量等を考慮して適宜設定すればよい。
【００４０】
　また、本実施形態では、バックル１６が格納位置Ｂに位置している状態において、第２
カバー２２のシート幅方向外側かつシート下方側の端部２２Ａが第１カバー２０のシート
幅方向外側かつシート下方側の端Ｆを覆っている例について説明してきたが、本発明はこ
れに限定されない。例えば、第１カバー２０とリフトアップ装置１８との境界部が、キャ
ビンの内部に配置された他の部品によって覆われている場合にあっては、第２カバー２２
のシート幅方向外側かつシート下方側の端部２２Ａが第１カバー２０のシート幅方向外側
かつシート下方側の端Ｆを覆っていない構成とすることもできる。
【００４１】
　さらに、本実施形態では、バックル１６が上昇位置Ｃに位置している状態において、第
２カバー２２のシート後方側かつシート下方側の端Ｄ３が、第２カバー２２のシート前方
側かつシート下方側の端Ｄ４に比してシート下方側に位置している例について説目してき
たが、本発明はこれに限定されない。例えば、乗員がバックル１６をシート前方側に傾け
る虞が少ないレイアウトとされている場合にあっては、第２カバー２２のシート後方側か
つシート下方側の端Ｄ３とシート前方側かつシート下方側の端Ｄ４との位置関係を上記以
外の設定とすることもできる。
【００４２】
　また、本実施形態では、第２カバー２２のシート幅方向外側かつシート下方側の端Ｄ１
をシート幅方向内側かつシート下方側の端Ｄ２に比してシート下方側に位置させることに
より、乗員がバックル１６をシート幅方向内側に傾けた際に第２カバー２２が第１カバー
２０から外れることが抑制した例について説明してきたが、本発明はこれに限定されない
。例えば、図９に示されるように、第１カバー２０のシート幅方向外側かつシート上方側
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ックル１６側に位置させることによって、乗員がバックル１６をシート幅方向内側に傾け
た際に第２カバー２２が第１カバー２０から外れることを抑制した構成とすることもでき
る。
【００４３】
　さらに、本実施形態では、第２カバー２２のシート後方側かつシート下方側の端Ｄ３を
シート前方側かつシート下方側の端Ｄ４に比してシート下方側に位置させることによって
、乗員がバックル１６をシート前方側に傾けた際に第２カバー２２が第１カバー２０から
外れることを抑制した例について説明してきたが、本発明はこれに限定されない。例えば
、図１０に示されるように、第１カバー２０のシート後方側かつシート上方側の端Ｅ３を
、当該第１カバー２０のシート前方側かつシート上方側の端Ｅ４に比してバックル１６側
に位置させることによって、乗員がバックル１６をシート前方側に傾けた際に第２カバー
２２が第１カバー２０から外れることを抑制した構成とすることもできる。
【００４４】
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明は、上記に限定されるものでな
く、その主旨を逸脱しない範囲内において上記以外にも種々変形して実施することが可能
であることは勿論である。
【符号の説明】
【００４５】
１０   リフトアップバックル装置
１２   ウェビング
１４   タング
１６   バックル
１８   リフトアップ装置
２０   第１カバー
２０Ａ 第１カバーのシート下方側の部位
２０Ｂ 第１カバーのシート上方側の部位
２２   第２カバー
２２Ａ 第２カバーのシート幅方向外側かつシート下方側の端部
４０   ワイヤ（連結部）
Ｂ     格納位置
Ｃ     上昇位置
Ｄ     第２カバーのシート下方側の端
Ｄ１   第２カバーのシート幅方向外側かつシート下方側の端
Ｄ２   第２カバーのシート幅方向内側かつシート下方側の端
Ｄ３   第２カバーのシート後方側かつシート下方側の端
Ｄ４   第２カバーのシート前方側かつシート下方側の端
Ｅ     第２カバーのシート下方側の端
Ｅ１   第１カバーのシート幅方向外側かつシート上方側の端
Ｅ２   第１カバーのシート幅方向内側かつシート上方側の端
Ｅ３   第１カバーのシート後方側かつシート上方側の端
Ｅ４   第１カバーのシート前方側かつシート上方側の端
Ｆ     第１カバーのシート幅方向外側かつシート下方側の端
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